
大町小学校６年生が地域安全マップを作製 

事前学習 

フィールドワーク 

 

  

        特報コーナー 

 

                             

                                                             

 

 このコーナーは、上越市の犯罪の傾向や分析結果のほか、市民の皆さんに特に注意していた 

だきたい内容等をお知らせします。 

 

      

 

 

■ ７月６日、大町小学校６年生５２人が地域のボランティアなどと力を合わせて、地域安

全マップを作製しました。 

大町小学校では、６年生が毎年この時期に地域安全マップ作りに取り組んでいます。 

 

 

■ 多目的ホールに６年生と地域ボランティ 

 アが集まり、防災危機管理課職員による 

事前講習が行われ、 

危険な場所＝入りやすい場所＆見えに 

 くい場所 

について学習しました。 

 

 

 

 

■ 地域ごとに分かれ 

てフィールドワークに  

出発。 

みんなで協力しな 

がら危険な場所のチ 

ェックや写真撮影を  

行いました。 
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マップ製作 

発表会 

 

                                           ■ 大きな地図にチェック 

                                            してきた危険な場所の写 

真や危険な理由をコメン 

トにして貼り付けます。           

 わかりやすく、下級生

にもうまく伝わるように

工夫しています。 

 

 

 

 

 

 

■ 上越市防犯の日の 

７月１２日にあわせ、地  

域子供会のときに製作 

した地域安全マップを 

掲げ、６年生が下級生 

に地域の危険な場所に 

ついて説明する発表会  

が開かれ、みんなで気 

を付けることを約束しま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域安全マップづくりのメリット 

○ 子どもたち自身がマップ作製にたずさわることで、危険な場

所を自分で見分ける能力が育ちます。 

○ 友達同士話し合いながら作業を進めることで、コミュニケー

ション能力が向上します。 

○ 子どもたちが地域を見て回り、様々なことを発見すること

で、地域への愛着心が芽生えます。 

○ 子どもの視点から危険と感じる場所を地域の大人が知るこ

とで、地域ぐるみの防犯対策強化につながります。 

 


